
簿

爵

鄭承博さん

「
民
主
主
義
国
西
ド
イ
ツ
と
共

産
主
義
を
標
傍
し
て
い
た
東
ド

イ
ツ
を
一
つ
に
す
る
の
は
当
初

考
え
て
い
た
よ
り
、
は
る
か
に

複
雑
な
こ
と
だ
っ
た
。
血
を
流

さ
ず
に
済
ん
だ
統
一
に
国
民
は

喜
ん
だ
が
、
感
動
が
冷
め
て
く

る
と
、
色
々
な
問
題
が
持
ち
上

が
っ
て
き
た
。
東
か
ら
西
へ
の

経
済
難
民
が
本
物
で
あ
る
か
ど

う
か
を
見
極
め
る
新
難
民
法
が

７
月
に
施
行
さ
れ
た
が
、
そ
の

結
果
を
待
ち
た
い
と
思
い
ま

港
町
の
香
が
漂
っ
て
来
る
よ
う

な
ヒ
ュ
ー
マ
ン
タ
ッ
チ
。

日
本
の
田
舎
の
旅
の
作
品
も

ぜ
ひ
観
た
い
も
の
。

☆
古
稀
を
迎
え
著
作
活
動
が
ま

す
ま
す
盛
ん

「
お
ま
は
ん
、
た
ま
に
は
淡
路

へ
酒
で
も
飲
み
に
来
い
や
ｌ
」

作
家
・
鄭
承
博
（
チ
ョ
ン
ス
ン

バ
ク
）
さ
ん
は
、
気
の
合
う
人

に
は
、
い
つ
も
気
さ
く
に
、
こ

う
声
を
か
け
る
。
戦
前
、
韓
国

か
ら
日
本
へ
来
た
鄭
さ
ん
は
、

淡
路
島
（
洲
本
市
）
に
腰
を
落

ち
着
け
て
す
で
に
五
十
年
。
日

本
人
と
朝
鮮
人
と
の
民
衆
的
な

ふ
れ
合
い
体
験
を
も
と
に
、
著

作
活
動
を
つ
づ
け
て
い
る
。

☆
新
ド
イ
ツ
総
領
事
着
任

加
月
１
日
付
け
で
新
し
く
大

阪
・
神
戸
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国

総
領
事
館
総
領
事
に
着
任
し
た

一
一
ル
ス
・
グ
ル
ー
ベ
ル
さ
ん
。

如
月
４
日
に
は
相
楽
園
会
館
で

記
者
会
見
が
開
か
れ
、
ド
イ
ツ

統
一
の
日
を
迎
え
て
か
ら
の
国

の
状
況
を
、
経
済
問
題
、
そ
し

て
東
ド
イ
ツ
か
ら
の
難
民
問
題

を
か
ら
め
て
語
っ
た
。

１
４０
１

そ
の
鄭
さ
ん
も
今
年
三
月
で

満
六
十
九
歳
。
十
月
二
十
二
日

夜
、
大
阪
・
法
円
坂
会
館
で

「
鄭
承
博
先
生
の
古
稀
を
お
祝

い
す
る
会
」
が
開
か
れ
た
。

「
い
や
あ
、
わ
し
の
た
め
に
、

こ
な
い
も
沢
山
の
人
に
集
っ
て

も
ろ
う
て
、
ほ
ん
ま
に
す
ま
ん

わ
」
と
鄭
さ
ん
の
顔
は
終
始
に

こ
や
か
そ
の
も
の
。
し
か
し
最

後
の
謝
辞
で
「
死
ぬ
ま
で
書
き

つ
づ
け
ま
す
」
と
つ
け
加
え
る

の
を
忘
れ
な
か
っ
た
。
現
在
、

著
作
集
（
全
五
巻
）
を
刊
行
中
。

小
誌
主
催
神
戸
文
学
賞
の
選
考

委
員
で
も
あ
る
。

函駒聖

嘩
恥

ｅ

ａｋ
鶏
．
鯉

グラハム・クラークさん

E印

す
」
と
グ
ル
ー
ベ
ル
さ
ん
。

既
婚
、
子
供
３
人
。
趣
味
は

テ
ニ
ス
、
読
書
、
ピ
ア
ノ
、
絵

画
に
分
析
心
理
学
、
東
洋
哲
学

研
究
だ
と
い
う
。
神
戸
の
新
し

い
顔
と
な
っ
て
も
ら
い
た
い
も

の
だ
。

☆
神
戸
青
年
会
議
所
（
Ｊ
Ｃ
）

新
理
事
長
、
阿
部
氏
に
決
定

来
年
十
一
月
、
Ｊ
Ｃ
Ｉ
（
世

界
青
年
会
議
所
）
世
界
会
議
が

神
戸
で
開
か
れ
る
が
、
十
日
間

に
わ
た
っ
て
国
内
外
か
ら
二
万

人
が
神
戸
を
訪
れ
る
。
こ
の
大

役
を
こ
な
す
の
が
Ⅷ
年
度
社
団

法
人
神
戸
青
年
会
議
所
理
事
長

に
決
定
し
た
阿
部
泰
久
さ
ん

（
兵
庫
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱
専
務

・
訂
歳
）
。

灘

ニルス・グルーベルさん

神
戸
Ｊ
Ｃ
は
、
こ
れ
ま
で
に

神
戸
空
港
の
誘
致
促
進
、
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
型
バ
ス
の
提
言
、
神

戸
ま
つ
り
前
夜
祭
の
復
活
、
多

機
能
音
楽
文
化
施
設
の
提
言
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
じ
た
国
際
化

社
会
へ
の
提
言
な
ど
を
行
っ
て

い
る
が
、
世
界
会
議
開
催
は
神

戸
Ｊ
Ｃ
の
諾
活
動
の
中
で
も
、

最
大
規
模
の
も
の
と
な
る
。

「
メ
ン
バ
ー
自
身
が
、
Ｊ
Ｃ
の

三
信
条
で
あ
る
〃
奉
仕
・
友
情
．

修
練
″
を
地
球
的
レ
ベ
ル
で
経

験
し
、
心
の
お
も
て
な
し
〃
神

戸
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
〃
を
発
揮

阿部泰久さん

す
る
こ
と
が
不
可
欠
」
と
阿
部

さ
ん
。
一
方
「
世
界
会
議
を
市

民
の
方
に
広
く
認
知
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
こ
れ
を
契
機
に
一

層
Ｊ
Ｃ
運
動
へ
の
理
解
者
を
増

や
し
、
我
々
も
よ
り
地
域
に
密

着
し
た
存
在
を
め
ざ
さ
な
い
と

い
け
な
い
」
と
〃
地
域
と
と
も

に
歩
み
、
期
待
さ
れ
る
Ｊ
Ｃ
〃

を
強
調
す
る
。
そ
の
手
腕
が
期

待
さ
れ
る
。

☆
世
界
の
街
角
と
人
間
を
描
く

グ
ラ
ハ
ム
・
ク
ラ
ー
ク
さ
ん

「
神
戸
の
町
だ
い
す
き
で
す
」

と
、
加
月
９
日
（
士
）
ｌ
巧
日

（
金
）
ま
で
、
元
町
の
海
文
堂
で

個
展
を
開
い
た
グ
ラ
ハ
ム
・
ク

ラ
ー
ク
さ
ん
は
、
オ
ー
プ
ー
ー
ン

グ
に
夫
人
と
共
に
来
神
。

１
９
４
１
年
イ
ギ
リ
ス
生
れ

ベ
ッ
ク
ナ
ム
美
術
学
校
か
ら
王

立
学
校
に
学
び
、
１
９
６
６
年

迄
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
と
メ
イ
ド
ス

ト
ー
ン
美
術
学
校
で
教
鞭
を
と

り
、
そ
の
後
ア
ー
チ
ス
ト
と
し

て
活
動
開
始
。
各
国
で
毎
年
個

展
を
開
催
。
神
戸
は
一
一
度
目
。

今
年
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅

を
続
け
て
、
懐
し
い
古
い
街
並

み
と
、
人
間
た
ち
の
営
み
を
ユ

ー
モ
ラ
ス
に
細
や
か
に
描
い
た

作
品
た
ち
か
ら
、
街
の
匂
い
や
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そ
の
一
方
で
、
珍
し
い
作
品

の
開
拓
、
収
集
を
目
標
に
１
９

９
１
年
よ
り
フ
ァ
ビ
ア
ン
・
メ

ン
ッ
ェ
ル
さ
ん
と
デ
ュ
オ
を
組

み
、
意
欲
的
な
活
動
を
続
け
て

い
る
。
フ
ァ
ピ
ア
ン
・
メ
ン
ッ

ェ
ル
さ
ん
は
皿
才
か
ら
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
放
送
管
弦
楽
団
の
首

席
オ
ー
ボ
エ
奏
者
を
務
め
、
現

在
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
国
立
音
楽

大
学
講
師
を
兼
務
。

今
回
行
わ
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト

は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
放
送
管
弦

楽
団
の
来
日
に
併
せ
て
開
か
れ

る
も
の
で
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

な
２
人
の
芸
術
家
の
演
奏
が
楽

し
め
る
。

■
『
オ
ー
ボ
エ
と
ピ
ア
ノ
に
よ
る
室
内

楽
コ
ン
サ
ー
ト
』

と
き
“
Ⅵ
月
加
日
（
土
）
午
後
２
時
犯
分

☆
『
「
恐
竜
の
脳
」
で
生
き
る
』

を
出
版
の
西
大
峰
学
さ
ん

医
学
博
士
で
、
明
石
市
の
大

久
保
同
仁
診
療
所
副
院
長
を
務

に
し
お
お
え
庭

め
る
西
大
係
学
さ
ん
が
、
こ
の

ほ
ど
同
書
を
出
版
、
ユ
ニ
ー
ク

な
発
想
を
展
開
し
て
い
る
。

「
人
間
の
脳
は
、
知
性
、
理
性

を
つ
か
さ
ど
る
〃
新
し
い
脳
″

と
、
生
き
る
こ
と
の
本
能
を
つ

か
さ
ど
る
〃
古
い
脳
″
に
分
け

ら
れ
る
が
、
現
代
人
の
不
安
や

ス
ト
レ
ス
は
経
済
や
科
学
、
つ

ま
り
前
者
の
領
域
ば
か
り
が
発

達
し
、
後
者
が
置
き
去
り
に
な

っ
た
結
果
。
こ
れ
ら
を
解
消
す

る
た
め
に
、
今
恐
竜
の
脳
、
つ

ま
り
古
い
脳
、
動
物
と
し
て
の

直
感
や
感
情
と
い
っ
た
本
能
部

分
を
見
直
し
、
自
然
界
に
生
き

る
生
物
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
」
と

同
書
の
中
で
語
る
。

以
前
よ
り
、
医
師
で
あ
り
な

が
ら
、
執
筆
活
動
に
お
い
て
も

１
４１
１

故・乾豊彦さん

・
道
子
さ
ん
よ
り
ピ
ア
ノ
の
手

ほ
ど
き
を
う
け
、
大
阪
芸
術
大

学
卒
業
後
、
渡
独
。
ハ
ノ
ー
フ

ァ
ー
国
立
音
楽
大
学
在
学
中
か

ら
木
管
楽
器
を
中
心
と
し
た
室

内
音
楽
活
動
を
は
じ
め
、
ド
イ

ツ
国
内
で
多
数
の
コ
ン
サ
ー
ト

に
出
演
、
各
新
聞
紙
上
で
高
い

評
価
を
得
て
い
る
。

ファビァン ･ メンツエル
さん

己

幅
広
く
活
躍
す
る
。
医
師
の
立

場
か
ら
経
済
を
考
え
る
本
は
、

わ
か
り
や
す
く
非
常
に
好
評
。

今
回
も
早
く
も
反
響
を
呼
び
、

次
回
作
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ

が
、
「
ひ
ら
め
き
を
大
切
に
し

て
い
る
の
で
、
自
分
自
身
が
一

番
楽
し
み
に
し
て
い
る
ん
で

す
。
」
と
西
大
催
さ
ん
。

☆
オ
ー
ボ
エ
と
ピ
ア
ノ
の
た
め

の
ソ
ナ
チ
ネ

現
在
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
国
立
音
楽
大
学
、
ピ
ュ
ル

ッ
ブ
ル
グ
国
立
音
楽
大
学
非
常

勤
講
師
を
務
め
る
秋
本
樹
利
子

さ
ん
が
こ
の
ｎ
月
に
一
時
帰

国
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
く
。

彼
女
は
６
才
の
頃
か
ら
、
母

乾
さ
ん
は
、
名
古
屋
高
商
卒

業
後
、
商
社
勤
務
を
経
て
乾
汽

船
に
入
社
。
昭
和
十
六
年
か
ら

蕊

西大候学さん

六
十
一
年
ま
で
社
長
、
会
長
を

歴
任
。
一
方
、
昭
和
二
十
二
年

に
広
野
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
理
事
長

に
就
任
以
降
、
日
本
ゴ
ル
フ
協

会
、
関
西
ゴ
ル
フ
連
盟
の
会
長

や
理
事
長
と
し
て
、
わ
が
国
の

ゴ
ル
フ
振
興
に
力
を
尽
し
た
。

合
同
葬
の
当
日
に
は
、
葬
儀

副
委
員
長
の
柏
井
健
一
神
戸
商

工
会
議
所
副
会
頭
に
よ
っ
て
開

式
が
宣
せ
ら
れ
、
葬
儀
委
員
長

の
細
川
護
貞
日
本
ゴ
ル
フ
協
会

会
長
、
友
人
代
表
の
貝
原
俊
民

兵
庫
県
知
事
が
弔
辞
を
読
み
上

げ
、
故
人
の
遺
徳
を
偲
ん
だ
。

胃“鵠

と
こ
ろ
》
生
田
文
化
会
館
２
階
ド
ン
ナ

ホ
ー
ル
，

入
場
料
”
２
０
０
０
円

問
合
わ
せ
亜
神
戸
コ
ン
サ
ー
ト
協
会

（
雷
０
７
８
１
５
１
１
１
５
２
２
３
）

☆
故
・
乾
豊
彦
さ
ん
を
偲
ん
で

合
同
葬
が
行
わ
れ
る

神
戸
経
済
界
の
み
な
ら
ず
、

わ
が
国
の
ゴ
ル
フ
界
の
重
慎
と

し
て
活
躍
さ
れ
た
乾
豊
彦
さ
ん

（
乾
汽
船
取
締
枠
箱
誹
穫
・
元

日
本
ゴ
ル
フ
協
会
会
長
）
が
去

る
九
月
二
十
日
に
逝
去
さ
れ
、

十
月
十
九
日
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア

ホ
テ
ル
で
、
乾
汽
船
、
日
本
ゴ

ル
フ
協
会
の
合
同
些
詳
が
執
り
行

わ
れ
た
。
享
年
八
十
六
歳
。

蟹
秋本樹利子さん
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COnUeni伽″
都
市
間
競
争
新
時
代
〃
に
雄
飛
す
る

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
・
神
戸

１
４２
１

鈴木謙一さん

大
塚
日
本
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
は
一
九
六
四
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
ス
タ
ー
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
都
市
が
整
備
さ
れ
多
く
の

外
国
人
が
日
本
に
初
め
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

二
年
後
に
は
日
本
も
世
界
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
す
る
た
め
に
奥
座

敷
が
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
国
立
京
都
国
際
会
館
、
そ
し
て
東

京
の
経
団
連
国
際
会
議
場
が
で
き
た
の
が
六
六
年
の
こ
と
で
す
。

七
十
年
に
は
万
国
博
覧
会
が
大
阪
で
開
か
れ
八
一
年
に
は
ポ
ー
ト

ピ
ァ
Ⅷ
が
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
会
議
場
、
展
示
場
と
ホ

テ
ル
を
つ
く
り
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
神
戸
が
ス
タ
ー
ト
し
た

の
で
す
。
ポ
ー
ト
ピ
ァ
Ⅲ
入
場
者
の
記
録
は
い
ま
だ
破
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
し
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
の
ス
タ
ー
ト
が
神
戸
で
あ
っ

国
内
外
か
ら
会
議
。
見
本
市
を
誘
致
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
ち
を
活
性
化
さ
せ
る
「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
」
づ
く

り
が
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。
そ
の
中
で
神
戸
市
は
、
〃
国
際
会
議
都
市
″
と
し
て
、
着
実
に
そ
の
地
歩
を
築
い
て
い
る
。

し
か
し
、
今
後
の
課
題
も
多
い
。
二
十
一
世
紀
を
に
ら
ん
で
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
。
神
戸
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

口
座
談
会
出
席
者
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

鈴
木
謙
一
八
摂
南
大
学
教
授
ｖ

山
本
勝
成
八
海
上
ア
ク
セ
ス
鰯
業
務
部
長
ｖ

中
内
力
八
鯛
神
戸
ボ
ー
ト
ピ
ァ
ホ
テ
ル
取
締
役
社
長
ｖ
大
塚
辰
美
八
（
財
）
神
戸
国
際
交
流
嬢
会
常
務
理
事
ｖ

特
集
①
●
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
神
戸
は
今
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田

島

１
４３
１

た
と
い
う
の
は
全
国
の
人
が
認
め
て
い
ま
す
。
そ
の
後
神
戸
は
四

年
ご
と
に
大
き
な
催
し
を
し
て
き
ま
し
た
。
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド

の
時
に
ワ
ー
ル
ド
記
念
ホ
ー
ル
を
つ
く
り
、
四
年
後
に
フ
ェ
ス
ピ

ッ
ク
、
そ
し
て
今
年
新
し
い
形
の
ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
フ
ェ
ァ
が

開
催
さ
れ
、
国
際
展
示
場
二
号
館
も
増
設
さ
れ
ま
し
た
。
八
八
年

に
は
運
輸
省
が
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
と
い
う
指
定
を
始

め
ま
し
た
が
、
神
戸
は
国
の
発
想
よ
り
七
年
早
か
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
そ
の
特
徴
は
一
度
に
施
設
を
つ
く
ら
ず
会
議
場
、
展
示

場
、
ホ
テ
ル
を
実
績
を
積
み
上
げ
な
が
ら
、
ス
テ
ッ
プ
バ
イ
ス
テ

ッ
プ
で
つ
く
っ
て
き
た
こ
と
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
、
誘
致
に
と
ど
ま
ら
ず
、
施
設
の
運
営
と
同
時
に
国
際
会
議
、

見
本
市
な
ど
主
催
事
業
を
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
神
戸
市
の
全
市

的
な
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
推
進
を
国
際
交
流
協
会
で
や
る
こ
と
に

な
っ
て
十
二
年
が
経
ち
ま
す
が
主
催
事
業
を
し
て
い
る
の
は
日
本

の
中
で
神
戸
だ
け
で
す
。
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
で
き
る
ホ
テ
ル
、

旅
館
を
除
い
た
デ
ー
タ
で
す
が
、
昨
年
市
外
か
ら
参
加
者
の
あ
っ

た
会
議
は
六
八
○
件
、
四
五
万
人
、
見
本
市
一
○
二
件
、
八
五

万
人
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
四
三
九
件
、
二
○
○
万
人
で
す
。
全

国
統
計
で
昨
年
開
か
れ
た
国
際
会
議
の
件
数
は
一
位
東
京
、
一
一
位

京
都
、
三
位
神
戸
、
四
位
大
阪
、
五
位
名
古
屋
で
、
二
位
と
三
位

の
差
は
一
一
一
件
で
す
。
全
国
シ
ェ
ア
は
神
戸
が
一
二
・
二
。
ハ
ー
セ
ン

ト
。
見
本
市
に
つ
い
て
は
一
位
東
京
、
二
位
大
阪
、
三
位
名
古

屋
、
四
位
幕
張
、
五
位
神
戸
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
際
会
議
場
で

は
八
割
が
国
際
会
議
で
、
内
容
は
六
割
近
く
が
先
端
科
学
技
術
と

医
学
の
会
議
で
す
。
八
一
年
の
ポ
ー
ト
ピ
ア
刊
の
時
の
国
際
会
議

の
数
が
九
件
、
そ
の
前
年
は
一
件
で
し
た
か
ら
、
大
変
な
増
加
で

す
。
と
こ
ろ
が
現
在
は
全
国
で
三
四
の
都
市
が
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

都
市
に
指
定
さ
れ
、
ど
こ
と
も
一
生
懸
命
や
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
神
戸
は
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
段
階
に
き
て
い
ま
す
。
私
達

の
仕
事
も
海
外
戦
略
に
重
点
が
移
り
つ
つ
あ
り
、
海
外
の
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
や
見
本
市
へ
行
っ
て
売
り
込
ん
で
い
ま
す
。
会
議
の
決

定
権
者
な
ど
を
神
戸
に
招
聡
し
た
り
、
世
界
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

専
門
紙
に
広
告
を
出
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
国
内
で
の
誘
致
合
戦

の
時
代
は
去
ろ
う
と
し
て
い
る
の
が
今
の
日
本
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

大塚辰美さん 中内力さん

鱗…
蕊騨鍵瀞露為

L , 乳且

山本勝成さん

：

蕊J爵 邸

四
雪
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を
な
す
べ
き
か
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

。

常
に
良
か
っ
た
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
が
、
改
善
す
べ
き
点
も
あ

る
と
い
う
こ
と
も
で
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
代
表
的
な
方
々
に
お

集
り
頂
い
て
具
体
的
な
意
見
を
聞
き
、
委
員
会
の
提
言
と
し
て
、

今
年
の
七
月
に
「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
〃
神
戸
″
の
課
題
と
今

後
の
方
向
Ｉ
都
市
間
競
争
新
時
代
に
向
け
て
の
提
言
ｌ
」
を
出
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に
も
書
か
せ
て
頂
い
た
の
で
す
が
、

神
戸
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
織
躍
肥
的

ど
う
あ
る

こ
と
で
、

別
委
員
会

中
内
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
と
し
て
発
足
し
て
十
二
年
に
な
る

訳
で
す
が
、
年
間
わ
ず
か
二
、
三
件
し
か
な
か
っ
た
国
際
会
議
が
、

今
や
百
八
十
数
件
行
な
わ
れ
る
、
日
本
で
常
に
第
二
位
か
三
位
に

数
え
ら
れ
る
国
際
会
議
都
市
に
成
長
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
神
戸

が
山
あ
り
海
あ
り
で
街
並
も
美
し
く
、
地
理
的
に
も
日
本
の
中
心

に
あ
る
と
い
う
諸
条
件
に
恵
ま
れ
た
上
で
、
施
設
面
で
も
高
い
評

価
を
得
て
き
た
か
ら
だ
と
言
え
ま
す
。
が
、
現
在
日
本
国
中
が
．

が
様
々
な

ン
ペ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
会
議
を
行
な
わ
れ
た
企
業
二
百
九
十

ン
ペ
ン
シ
ョ
ン
都
市
の
時
代
に
な
っ
て
き
て
お
り
、

ン
誘
致
の

一
社
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
ほ
ぼ
全
社
が
「
神
戸
で
や
っ
て
非

神
戸
と
し
て
も
将
来
に
向
っ
て
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
と
し
て

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
を
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
明
確
に
打

で
使
い
易

シ
ョ
ン
が

型
化
し
て

出
て
い
ま

間
の
競
争

る
た
め
に

と
し
て
何

思
い
ま
す

鈴
木
．

ち
出
し
た

う
こ
と
で

施
設
の
建
設
や
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

の
は
、
神
戸
が
初
め
て
で
す
。
単
に
会
議
を
開
く
と
い

は
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
を
考

す
。
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市

き
て
い
る
中
、
少
し
手
狭
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が

い
と
い
う
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
が
、
コ
ン
ベ
ン

セ
、
八
百
人
の
規
模
か
ら
二
、
三
千
人
の
規
模
へ
と
大

べ
き
か
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う

昨
年
の
秋
か
ら
、
神
戸
商
工
会
議
所
集
客
都
市
推
進
特

に
お
き
ま
し
て
様
々
な
調
査
を
し
ま
し
た
。
神
戸
の
．

の
中
で
、
神
戸
が
全
国
第
二
、
三
位
の
地
位
を
確
保
す

は
、
ハ
ー
ド
面
の
見
直
し
等
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市

現
状
で
す
。

各
々
の
都
市

え
る
。
中
内
さ
ん
が
委
員
長
と
な
っ
て
出
さ
れ
た
提
案
に
も
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
た
と
え
ば
、
シ
テ
ィ
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
強
化
。
つ
ま
り
、
神
戸
の
都
市
と
し
て
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
で
す
が
、
こ
こ
で
は
、
京
阪
神
が
一
体
と
な
っ
た
共
同
ピ

ー
ア
ー
ル
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
来
、
関
西
は
バ

ラ
バ
ラ
だ
と
言
わ
れ
て
来
た
の
で
す
が
、
今
や
〃
関
西
″
を
一
つ

の
も
の
と
し
て
ピ
ー
ア
ー
ル
す
る
。
世
界
に
通
用
す
る
関
西
、
〃
関

西
独
立
都
市
共
同
体
″
と
い
う
意
識
こ
そ
が
今
、
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
の
中
で
神
戸
は
何
を
分
担
す
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。

そ
の
意
味
で
も
今
、
神
戸
が
改
め
て
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
づ
く

り
を
見
直
す
の
は
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

山
本
関
西
と
い
う
一
つ
の
地
域
を
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
て
、

総
合
的
な
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
を
し
て
ピ
ー
ア
ー
ル
す
る
こ
と
は
、

神
戸
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

外
国
人
に
と
っ
て
日
本
で
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
に
参
加
す
る
場
合

そ
の
成
果
、
た
と
え
ば
新
し
い
技
術
な
ど
を
吸
収
す
る
こ
と
も
重

要
で
す
が
、
イ
ベ
ン
ト
や
お
祭
り
的
要
素
を
総
合
的
に
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
し
、
そ
れ
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
も
大
切
で
す
。
そ
う
考

え
る
と
、
神
戸
の
周
辺
都
市
、
奈
良
、
京
都
、
大
阪
な
ど
と
神
戸

が
一
体
で
や
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
神
戸
で
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
を

や
り
、
ア
フ
タ
ー
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
は
、
他
地
域
で
や
る
と
い
う

こ
と
も
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
の
場
合
、
関
西
に
お
け
る
交

通
手
段
を
き
ち
ん
と
整
備
し
、
連
携
プ
レ
ー
が
と
れ
る
よ
う
に
考

え
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
と
り
わ
け
今
後
は
関
西
国
際
空
港

と
の
ア
ク
セ
ス
が
大
事
で
す
。
現
在
、
大
阪
国
際
空
港
を
利
用
す

る
外
国
人
は
約
七
十
万
人
弱
。
こ
れ
は
伸
び
て
い
ま
す
。
関
空
が

出
来
る
と
、
今
ま
で
東
京
国
際
空
港
を
利
用
し
た
人
が
、
こ
れ
を

利
用
す
る
よ
う
に
な
り
、
百
四
十
万
人
ほ
ど
の
利
用
客
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
関
空
は
、
神
戸
の

活
性
化
に
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。
神
戸
は
関
空
ま
で
、
最
新
型
の

ジ
ェ
ッ
ト
ホ
イ
ー
ル
で
海
上
一
一
十
八
分
。
関
空
の
西
の
玄
関
口
が

神
戸
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

鈴
木
関
西
全
体
を
売
り
込
む
こ
と
は
、
神
戸
に
と
っ
て
も
意
義

の
あ
る
こ
と
で
す
。
長
期
的
に
見
る
と
、
た
と
え
ば
、
第
二
国
士

１
４４
１

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



携競

１
４５
１

外
国
人
や
外
資
系
の
企
業
が
も
っ
と
神
戸
に
来
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
も
し
易
く
な
る
と
思
う
ん
で
す
。
都
市
の

性
格
と
し
て
重
要
な
要
素
だ
と
思
い
ま
す
。

今
、
大
塚
さ
ん
の
お
話
を
伺
い
ま
し
て
思
い
ま
す
が
、
確
か
に

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
参
加
者
は
忙
し
い
ん
で
す
。
私
は
世
界
の
有

名
な
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
を
見
て
回
り
ま
し
た
が
、
だ
い
た
い

ど
こ
も
先
ず
国
際
空
港
が
あ
り
、
そ
れ
か
ら
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
が
あ
る
ん
で
す
。
そ
し
て
そ
の
反
対
側
に
街
が
あ
る
ん
で

す
ね
。
国
際
空
港
か
ら
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
ま
で
は
三
十

分
位
で
す
。
そ
う
い
う
点
で
は
、
関
西
国
際
空
港
が
開
港
す
れ
ば

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
ま
で
約
三
十
分
で
す
か
ら
、
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
都
市
と
し
て
の
条
件
が
整
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

一
九
八
一
年
に
神
戸
市
は
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
が
、
来
年
が
ほ
ん
と
う
の
意
味
で
の
国
際
会
議
都
市

と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
の
年
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

鈴
木
技
術
の
集
積
と
文
化
施
設
の
充
実
。
博
物
館
、
美
術
館
、

劇
場
な
ど
が
、
こ
れ
か
ら
完
備
さ
れ
る
こ
と
も
必
要
で
す
ね
。

大
塚
ま
ち
が
栄
え
る
か
ど
う
か
は
歴
史
上
、
世
界
に
つ
な
が
る

航
路
を
持
つ
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。
神
戸
も
世
界
の

玄
関
口
を
絶
え
ず
持
っ
て
い
な
い
と
滅
び
て
い
き
ま
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
は
関
西
新
空
港
の
意
味
は
大
き
い
で
す
ね
。

鈴
木
今
、
〃
関
西
創
生
年
″
と
い
う
こ
と
を
関
西
の
各
自
治
体

が
言
い
出
し
て
い
ま
す
ね
。
ハ
ー
ド
面
で
は
関
空
を
は
じ
め
諸
機

能
が
揃
っ
て
来
て
い
ま
す
が
、
ソ
フ
ト
面
で
い
う
と
、
も
う
少
し

外
国
人
が
定
着
で
き
る
条
件
が
欲
し
い
で
す
ね
。

山
本
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
に
当
っ
て
、
神
戸
に
し
か

な
い
も
の
が
ソ
フ
ト
面
で
出
来
れ
ば
い
い
で
す
ね
。
人
材
の
開
発

と
供
給
、
そ
れ
に
と
も
な
う
産
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
。
六
甲
ア

イ
ラ
ン
ド
に
は
、
ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
専
門
学
校
が
あ

り
ま
す
が
、
た
と
え
ば
、
大
学
院
大
学
で
も
い
い
の
で
す
が
、

「
国
際
観
光
大
学
」
。
世
界
中
に
開
か
れ
た
制
度
を
も
ち
、
世
界
中

か
ら
教
授
陣
を
招
い
て
講
座
を
も
っ
て
も
ら
う
。
そ
う
い
う
こ
と

が
考
え
ら
れ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木
世
界
の
頭
脳
を
神
戸
に
集
め
る
こ
と
で
す
。
と
こ
ろ
で
、

神戸国際会議場の国際会議室。６カ国語同時通訳設備、大型スクリーンなど最新の設備を誇る。
あらゆる種類の国際会議に対応できる。

軸
計
画
、
環
日
本
海
構
想
、
さ
ら
に
明
石
海
峡
大
橋
、
こ
れ
ら
が

実
現
す
る
と
、
日
本
列
島
に
新
た
な
大
循
環
大
系
が
出
来
る
こ
と

と
な
り
、
交
通
面
か
ら
見
て
も
、
ま
す
ま
す
神
戸
が
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
て
来
る
と
思
い
ま
す
。

大
塚
ポ
ス
ト
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
現
実
と
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
の
差
が
あ
り
ま
す
ね
。
ロ
シ
ア
の
エ
リ
ッ
ィ
ン
さ
ん
も
出
発

か
ら
帰
国
ま
で
四
日
間
で
し
た
が
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
に
来
る
人

は
時
間
的
に
余
裕
の
な
い
人
が
多
い
。
近
ご
ろ
は
京
都
観
光
に
も

経
費
が
か
か
り
す
ぎ
る
た
め
行
き
ま
せ
ん
ね
。
日
本
は
物
価
も
高

い
で
す
か
ら
。
近
頃
は
同
伴
者
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

中
内
ビ
ジ
ネ
ス
で
神
戸
に
来
る
外
国
人
も
少
な
い
ん
で
す
ね
。
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た
ち
も
外
国
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
へ
行
く
と
、
案
内
し

て
く
れ
る
女
性
が
と
て
も
愛
想
が
い
い
の
で
す
。
た
だ
神
戸
の
よ

う
な
大
都
市
で
は
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
が
都
市
全
体
の
問
題
で
は
な

い
の
で
、
こ
う
い
っ
た
ビ
ジ
タ
ー
を
迎
え
た
時
の
意
識
の
高
揚
は

き
わ
め
て
む
ず
か
し
い
。
そ
れ
と
も
う
一
つ
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
イ
と

い
う
言
葉
に
は
地
元
の
協
力
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
日
曜
日

で
し
た
が
電
話
一
本
で
頼
ん
だ
だ
け
な
の
に
灘
の
酒
蔵
で
社
長
以

下
出
勤
し
て
く
れ
て
、
ゲ
ス
ト
を
迎
え
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
あ
あ
い
う
受
け
入
れ
て
や
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
私
達
は

感
激
し
ま
し
た
ね
。
ま
ち
自
身
が
経
済
的
な
も
の
も
含
め
た
協
力

の
も
と
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
て
い
く
力
を
も
っ
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
経
済
界
の
協
力
を
期
待
し
ま

す
。中

内
今
後
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
づ
く
り
の
問
題
は
、
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
の
持
つ
経
済
効
果
を
全
市
的
に
波
及
さ
せ
る
と
い
う

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
一
画
で
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
を
や
っ
て
、
市
民
や
他
産
業
に
は
関
係
な
い
と
い
う
の
は

好
ま
し
く
な
い
。
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
場
合
、
時
間
と
コ
ス
ト
を

考
え
る
と
会
議
場
と
展
示
場
は
分
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
宿
泊
施
設

を
も
っ
と
全
市
的
に
拡
げ
、
各
地
で
食
事
も
し
、
買
物
も
し
、
移

動
に
交
通
機
関
も
使
い
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
参
加
者
が
全
市
を

利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
が
行
な
わ
れ
れ
ば

街
が
豊
か
に
な
る
と
い
う
方
向
づ
け
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。
市
民
が
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
に
対
し
て
、
メ
リ
ッ
ト

も
感
じ
る
し
理
解
も
す
る
。
そ
こ
か
ら
、
今
言
わ
れ
た
よ
う
な
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
以
前
、
私
が
ま
だ
日
本
経
済
新
聞
に
い
た
頃
の
こ
と
で
す

が
、
外
国
か
ら
の
賓
客
が
大
阪
に
来
ら
れ
た
時
、
そ
の
ご
婦
人
が

毎
日
毎
日
、
一
流
料
理
店
へ
行
く
の
は
か
な
わ
な
い
。
ど
こ
か
の

家
庭
を
拝
見
し
た
い
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
、
あ
る
ご
家
庭
に
お
願
い

し
た
。
ま
た
、
夙
川
あ
た
り
の
公
園
へ
ご
案
内
し
た
ら
、
す
ご
く

喜
ば
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
外
国
か
ら
来
ら
れ
る
方
は
、
日
本
人
の

日
常
の
生
活
に
触
れ
る
こ
と
を
す
ご
く
望
ん
で
お
ら
れ
ま
す
ね
。

山
本
都
市
が
発
展
す
る
か
ど
う
か
は
、
企
業
と
市
民
の
力
が
ど

１
４６
１

大
塚
さ
ん
の
話
に
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
に
参

加
さ
れ
る
方
々
は
確
か
に
皆
さ
ん
忙
し
い
の
で
、
終
っ
た
ら
す
ぐ

に
帰
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
文
化
的
情
報

発
信
装
置
、
た
と
え
ば
、
神
戸
の
周
辺
に
は
、
京
阪
奈
研
究
学
園

都
市
や
播
磨
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
と

こ
ろ
で
、
仮
り
に
環
境
問
題
に
つ
い
て
の
情
報
発
信
が
出
来
る

と
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
が
終
っ
て
か
ら
も
、
そ
こ
で
勉
強
を
し
た

り
、
あ
る
い
は
見
学
を
し
た
り
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

大
塚
私
は
今
、
東
京
に
マ
ス
コ
ミ
、
政
治
、
経
済
、
企
業
・
団

体
の
中
枢
管
理
機
能
が
全
部
集
っ
て
い
る
状
況
の
中
で
、
地
方
が

情
報
発
信
で
き
る
の
は
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

神
戸
と
い
う
ま
ち
は
山
と
海
に
囲
ま
れ
て
、
灘
の
酒
、
神
戸
ウ
ォ

ー
タ
ー
、
洋
菓
子
、
真
珠
、
海
の
幸
、
神
戸
ビ
ー
フ
、
六
甲
山
で

は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
そ
し
て
レ
ス
ト
ラ
ン
船
も
あ
っ
て
、
宝
塚
歌

劇
、
姫
路
城
は
外
国
人
に
特
に
評
判
が
良
い
。
北
野
町
も
意
外
に

外
国
人
に
喜
ば
れ
ま
す
。
自
分
達
の
祖
先
が
住
ん
で
い
た
と
い
う

ノ
ス
タ
ル
ジ
ィ
ー
を
感
じ
る
の
で
し
ょ
う
。

鈴
木
神
戸
市
は
、
ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
都
市
を
街
づ
く
り
の
コ

ン
セ
プ
ト
と
し
て
い
ま
す
が
、
市
民
意
識
の
高
揚
に
役
立
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。
北
野
に
も
自
分
た
ち
の
手
で
街
を
ピ
ー
ア
ー
ル
し

よ
う
と
い
う
新
し
い
動
き
が
出
て
来
て
い
る
。
こ
れ
な
ど
ア
ー
バ

ン
リ
ゾ
ー
ト
都
市
を
形
成
す
る
必
須
条
件
だ
と
思
い
ま
す
。

山
本
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
で
日
本
に
来
ら
れ
る
方
の
同
伴
者
の
率

が
下
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
た
と
え
ば
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
ト
バ

コ
の
よ
う
に
滞
在
費
の
安
い
と
こ
ろ
は
、
参
加
率
が
高
い
で
す
。

中
内
外
国
人
に
と
っ
て
、
円
高
の
こ
の
時
期
、
参
加
費
が
高
く

つ
く
と
い
う
の
が
大
き
な
問
題
な
訳
で
す
が
、
神
戸
の
場
合
、
会

議
の
施
設
等
が
市
の
施
設
で
あ
っ
て
利
用
料
が
安
い
た
め
、
他
都

市
に
比
べ
て
安
く
で
き
る
か
ら
好
評
な
ん
で
す
。
関
西
国
際
空
港

が
開
港
す
れ
ば
、
神
戸
に
も
来
易
く
な
る
訳
で
す
か
ら
、
神
戸
で

安
く
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
が
で
き
る
と
い
う
受
け
入
れ
体
制
を
我
々

が
整
え
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

大
塚
よ
く
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
と
い
う
言
葉
を
使
い
ま
す
が
、
私

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



３
ア
フ
タ
ー
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
拡
充

れ
だ
け
あ
る
か
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
さ
ら
に
、
世
界
に
つ
な
が
る

〃
港
″
が
あ
る
か
ど
う
か
で
す
。
神
戸
に
は
、
関
空
さ
ら
に
神
戸

空
港
が
あ
り
ま
す
。
環
境
と
い
う
点
か
ら
言
っ
て
も
、
神
戸
空
港

は
秀
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

関
空
と
神
戸
空
港
の
二
つ
が
完
成
し
ま
す
が
、
今
や
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
と
ソ
ウ
ル
が
、
ア
ジ
ア
の
ハ
ブ
空
港
と
な
ろ
う
と
し
て
い
る

と
い
う
と
き
、
関
西
も
ア
ジ
ア
の
中
の
空
港
と
し
て
競
争
力
を
つ

け
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
。
関
西
全
体
の
連
携
プ
レ
ー
で
神
戸

を
世
界
に
売
り
込
む
こ
と
が
必
要
で
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
神
戸

の
施
策
は
、
日
本
の
発
展
の
キ
ー
を
握
っ
て
来
て
い
る
と
言
っ
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

4 0 0 0 人収容のコンベンションホール機能を持つ２号館と２階建でユニークな構造を持つ１号館からなる
神戸国際展示場ｂ会議と展示が一体となった‘‘大型会麓仕様，' である。隣接する国際会蟻場やワールド
記念ホール、ホテルともに有機的に結ばれ、‘‘認大型，、のコンベンションにも対応できる、

②
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
第
三
神
戸
国
際
展
示
場
の
整
備

②
駐
車
場
の
拡
充
・
整
備

山
神
戸
空
港
と
中
央
都
市
軸
の
整
備

②
広
く
開
か
れ
た
文
化
施
設
の
整
備
・
拡
充

側
フ
ル
シ
Ｉ
ズ
ン
型
リ
ゾ
ー
ト
都
市
の
実
現

四
施
設
管
理
者
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
強
化

③
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
関
連
産
業
並
び
に
人
材
の
育
成

②
国
際
会
議
と
学
会
の
誘
致

山
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
向
上

四
将
来
の
需
要
拡
大
に
見
合
っ
た
宿
泊
施
設
の
整
備
促
進

③
ユ
ー
ザ
ー
の
立
場
に
立
っ
た
施
設
整
備
と
機
能
の
拡
充

５
シ
テ
ィ
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化

４
交
通
ア
ク
セ
ス
の
整
理

③
ス
タ
ッ
フ
ル
ー
ム
の
充
実

「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
〃
神
戸
″
の
課
題
と
今
後
の
方
向

凶
三
千
人
収
容
可
能
な
ホ
ー
ル
を
も
つ
第
二
神
戸
国
際
会
議

１
１
都
市
間
競
争
新
時
代
に
向
け
て
の
提
言
ｌ
」
よ
り

２
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
に
対
す
る
支
援
・
サ
ー
ビ
ス
（
ソ
フ

１
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
（
ハ
ー
ド
面
）
の
整
備
・
拡
充

「
提
言
」
部
分
の
各
項
目
を
次
に
記
す
。

4７

以
上

②
使
い
易
い
レ
イ
ア
ウ
ト
や
動
線
、
わ
か
り
や
す
い
表
示

①
機
能
的
に
最
高
の
も
の
、
ま
た
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
の
高
い

場
の
整
備

句
も
の

卜
面
）
の
充
実
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特
集
②
●
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
神
戸
は
今

地
球
的
な
視
野
で

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
・
神
戸
の

剛
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
を
考
え
る

１
４８
１

;蕊雛

§

C0nUeniiOn｡ Ｅ字一頃鰻禰”

九
月
七
日
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
に
て
、
社
団
法
人
神
戸
青

年
会
議
所
（
橋
本
哲
夫
理
事
長
）
主
催
に
よ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開

鐸
か
れ
た
．
テ
ー
マ
は
「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
ー
神
戸
の
創

略
造
ｌ
地
球
サ
イ
ズ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ヶ
ー
シ
富
ン
フ
ロ
ム
神
戸
」
．

鑑
来
年
十
一
月
、
神
戸
で
は
国
際
青
年
会
議
所
（
Ｊ
Ｃ
Ｉ
）
世
界

吟
会
議
神
戸
大
会
が
開
か
れ
る
が
、
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
地
球

畷
に
国
境
が
な
い
こ
と
を
認
識
し
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
の
地
球

誰
的
意
義
を
考
え
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
方
法
に
つ
い
て
様
々
な
角

罫
度
か
ら
検
証
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

銅
特
別
講
演
は
、
日
本
人
初
の
宇
宙
飛
行
士
、
毛
利
衛
さ
ん
（
宇

識
宙
開
発
事
業
団
有
人
宇
宙
活
動
推
進
室
長
）
。
「
地
球
に
国
境
は
な

動
い
」
を
テ
ー
マ
に
、
貴
重
な
宇
宙
体
験
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。

下
講
演
後
、
次
の
分
科
会
が
四
会
場
に
分
け
て
行
わ
れ
た
。

》
八
第
一
分
科
会
Ｖ
テ
ー
マ
／
皆
で
創
る
地
球
サ
イ
ズ
の
コ
ミ
ュ
ニ

準
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
世
界
レ
ベ
ル
で
の
人
的
。
文
化
的
交
流
に
つ
い
て

崎
討
議
さ
れ
、
「
地
球
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
の
創
造

標
な
ど
が
提
案
さ
れ
た
。

壷
八
第
二
分
科
会
Ｖ
テ
ー
マ
／
〃
夢
〃
を
は
ぐ
く
む
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

同鉦
シ
テ
ィ
ー
神
一
戸
を
め
ざ
し
て
。
現
存
す
る
施
設
、
機
能
を
よ
り
魅

睦
力
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
の
有
効
な
利
用
方
法
や
、
新
し
い
使
用

矛塞
方
法
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
。

壷
八
第
三
分
科
会
Ｖ
テ
ー
マ
／
新
交
通
体
系
の
創
造
。
主
に
神
戸
空

識
港
に
つ
い
て
、
そ
の
機
能
を
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
し
、
こ
れ
を

司
核
と
し
た
交
通
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
意
見
が
交
換
さ
れ
た
。

垂
八
第
四
分
科
会
Ｖ
テ
ー
マ
／
世
界
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
ー

鱈
神
戸
へ
の
飛
躍
。
質
の
高
い
人
的
交
流
お
よ
び
世
界
的
情
報
の
吸

収
に
よ
り
地
球
市
民
意
識
を
も
つ
こ
と
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
、

国
連
関
連
会
議
（
地
球
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
）
の
誘
致
な
ど
を
提
言
。

座

罷

‘，詩碑ｒ

膿曽
添 #

霞: 灘鱗蕊箪
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雅夫氏

温
泉
の
良
さ
と
い
う
の
は
、
や
は
り
何
と
言
っ
て
も
裸
の
つ
き

合
い
が
で
き
る
こ
と
、
た
っ
ぷ
り
の
お
湯
の
中
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
す

る
と
、
お
の
ず
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
と
れ
る
の
で
す
。
外

国
人
は
温
泉
で
の
〃
裸
の
つ
き
合
い
〃
や
〃
ふ
れ
合
い
〃
を
最
初

は
び
っ
く
り
し
て
敬
遠
し
ま
す
が
、
一
度
入
っ
て
し
ま
う
と
二
度

目
か
ら
は
積
極
的
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。
国
境
の
な
い
つ
き
合
い

を
す
る
の
に
、
温
泉
は
最
適
だ
と
思
い
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
の
多
い
昨
今
で
す
が
、
四
季
折
々
の
美
し
い
自
然
の

中
、
お
い
し
い
空
気
を
吸
っ
て
会
議
に
の
ぞ
む
。
き
っ
と
良
い
ア

イ
デ
ア
が
出
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

有
馬
温
泉
は
〃
神
戸
の
リ
ゾ
ー
ト
地
″
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
い
て
都
心
か
ら
一
時
間
足
ら
ず
の
近
さ
。
大
阪
か
ら
も
意

外
に
近
く
、
あ
ち
ら
か
ら
の
お
客
様
も
多
い
の
で
す
。
そ
こ
で
提

案
で
す
が
、
ぜ
ひ
有
馬
に
も
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
を
造
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。
宿
泊
施
設
は
充
分
に
揃
っ
て
い
ま
す
の
で
、
会

議
場
か
ら
の
移
動
を
し
易
く
す
る
た
め
に
も
、
お
願
い
し
た
い
で

梶木

Conuention

１
４９
１

』
特
集
③
●
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
神
戸
は
今

国
境
を
越
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

自
然
の
中
で
の
く
つ
ろ
ぎ
か
ら

梶
木
雅
夫
八
㈱
中
の
坊
代
表
取
締
役
／
有
馬
温
泉
観
光
協
会
長
Ｖ

す
ね
。
有
馬
は
狭

雪
い
地
形
で
は
あ
り

一
一
ま
す
が
一
一
、
一
二
の

帽
候
補
地
は
あ
り
ま

誠
す
。

で中
関
西
空
港
が
で

の湯
き
る
こ
と
の
メ
リ

お
。
ツ
ト
は
、
や
は
り

泉譲
る
我
々
に
と
っ
て
は

錆
燕
大
阪
空
港
に
は
な

郵
稚
か
つ
た
新
し
い
便

栂
》
が
増
え
る
こ
と
。

自
』
あ
と
は
、
北
神
地

区
と
ポ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
を
、
も
う
少
し
便
利
に
速
く
つ
な
い
で
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
有
馬
は
大
阪
空
港
ま
で
車
で
一
一
十
五
分
の
近

さ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
国
内
線
は
大
阪
に
多
く
残
し
て
お
い
て

欲
し
い
と
い
う
願
い
も
あ
り
ま
す
。

ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
フ
ェ
ア
神
戸
稲
で
は
、
有
馬
も
色
々
な
イ

ベ
ン
ト
を
催
し
ま
し
た
。
中
で
も
初
め
て
行
な
っ
た
温
泉
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
、
色
ん
な
角
度
か
ら
街
お
こ
し
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
が
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
有
馬
に
も
し
展
示
場
や

会
議
場
を
造
る
と
す
れ
ば
、
駐
車
場
、
道
路
の
整
備
な
ど
の
問
題

点
も
今
後
順
次
、
解
消
さ
れ
て
参
り
ま
す
の
で
、
日
本
の
良
さ
、

本
物
の
良
さ
が
見
直
さ
れ
て
い
る
今
、
そ
れ
ら
を
生
か
し
つ
つ
、

押
し
よ
せ
る
時
代
の
波
に
も
対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

八
中
の
坊
瑞
苑
に
て
Ｖ

５M 蛎掴
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》
識
鋳
鍛
癖
錨
鶏
繍
鋳
鋼
．

☆
ひ
と
風
呂
浴
び
て
親
し
い
仲
間
と

会
席
料
理
を
楽
し
む
「
御
所
坊
」

御
所
坊
は
有
馬
の
旅
館
の
中
で
最
も
古
い
歴
史
（
剛
年
）
を
持

つ
そ
う
だ
が
、
規
模
は
決
し
て
大
き
く
な
い
。
最
も
大
き
な
部
屋

で
も
会
食
で
き
る
の
は
加
名
が
限
度
で
あ
る
。

こ
の
旅
館
の
内
外
装
は
す
べ
て
、
奇
才
無
坊
庵
綿
貫
宏
介
氏
の

デ
ザ
イ
ン
で
統
一
さ
れ
、
素
朴
だ
が
典
雅
な
気
品
を
も
つ
い
わ

ば
、
独
特
の
〃
大
人
″
の
風
格
に
満
ち
て
い
る
。

研
究
熱
心
な
板
長
が
腕
を
ふ
る
っ
た
料
理
は
、
よ
く
吟
味
さ
れ

た
素
材
の
味
を
き
わ
だ
た
せ
、
余
り
ゴ
テ
ゴ
テ
と
手
を
入
れ
な
い

の
が
好
も
し
い
。
こ
の
あ
た
り
は
や
は
り
、
若
主
人
夫
妻
の
ポ
リ

シ
ー
に
よ
る
も
の
の
様
だ
。

お
酒
も
灘
の
銘
醸
の
他
に
、
全
国
各
地
の
う
ま
い
吟
醸
酒
を
と

り
揃
え
て
い
る
の
も
、
魅
力
の
一
つ
で
あ
る
。

５
１
６
人
の
旧
友
が
集
い
、
鉄
分
の
強
い
有
馬
の
湯
に
入
り
う

●◇◇◇今◇今◇●◇●◇今◇今◇今◇●◇今◇●

Ⅲ

綿貫宏介氏がプロデュース

ま
い
酒
と
料
理
、
お
と
な
の
会

話
を
楽
し
む
に
適
し
て
い
る
。

勿
論
気
の
合
う
大
人
の
カ
ッ
プ

ル
で
も
よ
い
が
１
．

回
神
戸
市
北
区
有
馬
町
８
５
８

回
９
０
４
‐
０
５
５
１

（
営
）
Ⅲ
時
Ｉ
刺
時
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー

Ⅳ
時
半
ｌ
即
時
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー

月
休

血
わ
た
し
の
グ
ル
メ
レ
ポ
ー
ト

ス
ミ
ダ

ハ
角
田
内
外
国
特
許
事
務
所
所
長
Ｖ

こ
の
人
と
こ
の
店
で

角
田
嘉
宏

☆
関
西
風
天
歎
羅
の
老
舗
「
藤
は
ら
」

神
戸
の
う
ま
い
も
ん
食
い
に
「
て
ん
ぷ
ら
は
ど
こ
が
う
ま
い
？
」

と
聞
い
た
ら
即
座
に
『
藤
は
ら
』
や
ろ
な
」
と
い
う
答
が
か
え
っ

て
く
る
・
て
ん
ぷ
ら
を
食
べ
た
く
な
る
と
足
を
運
び
、
ぶ
厚
い
一
枚

板
の
カ
ウ
ン
タ
ー
越
し
に
、
灘
の
酒
を
ち
び
り
ち
び
り
や
り
乍
ら

板
さ
ん
が
ピ
ッ
ピ
ッ
と
揚
げ
油
を
切
っ
て
く
れ
た
色
々
な
て
ん
ぷ

ら
を
口
に
入
れ
る
・
こ
こ
の
て
ん
ぷ
ら
油
は
、
い
わ
ゆ
る
関
西
風
の

白
絞
油
系
で
、
軽
く
カ
ラ
ッ
と
揚
が
り
、
東
京
の
ゴ
マ
油
系
の
様
に

少
し
キ
ツ
ネ
色
に
揚
が
っ
て
重
く
な
ら
な
い
の
が
特
色
で
あ
る
。

て
ん
ぷ
ら
の
味
は
、
新
鮮
な
旬
の
魚
介
類
や
野
菜
の
素
材
と
、
口

に
入
れ
た
時
カ
ラ
ッ
と
し
た
食
感
で
口
中
に
溶
け
て
広
が
る
様
な

衣
、
こ
の
味
が
素
直
に
出
て
く
る
の
が
「
シ
ラ
サ
海
老
」
の
て
ん

ぷ
ら
で
あ
る
。
藤
は
ら
の
こ
れ
は
実
に
良
い
。
レ
モ
ン
汁
を
つ
け

て
塩
で
食
す
る
。
天
つ
ゆ
で
な
く
塩
で
食
べ
る
て
ん
ぷ
ら
に
は
、

清
酒
も
よ
い
が
、
ふ
し
ぎ
と
辛
口
の
白
ワ
イ
ン
が
よ
く
合
う
の
で

鷲
鴇

秘
ｆ
牢
〉
浄
韓

る
試
さ
れ
る
と
よ
い
。

釦
老
舗
を
売
り
も
の
に
し
な
い

証
控
え
目
な
女
将
の
サ
ー
ビ
ス
が

鯉
光
る
店
で
あ
る
。

娠
回
神
戸
市
中
央
区
元
町
通
３
‐
６
１
Ｍ

銅
衝
３
３
１
１
３
３
７
３

人
（
営
）
Ⅱ
時
半
１
Ｍ
時
・
妬
時
半
ｌ
加

美
時
。
祭
日
は
前
日
ま
で
の
予
約
の
み
．
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§膿

☆
鍋
懐
石
が
酒
落
て
い
る
「
西
村
屋
熊
内
茶
寮
」

素
晴
ら
し
い
数
奇
屋
風
の
内
装
を
も
つ
こ
の
店
は
、
熊
内
の
旧

南
蛮
美
術
館
（
現
市
立
神
戸
文
書
館
）
の
西
隣
の
ピ
ル
の
地
下
に

あ
る
。
一
部
屋
を
除
い
て
、
す
べ
て
東
側
に
大
き
な
明
る
い
ガ
ラ

ス
窓
を
持
ち
、
都
会
に
は
珍
ら
し
く
緑
の
深
い
谷
の
対
岸
を
見
な

が
ら
食
事
が
で
き
る
。
こ
こ
で
出
色
な
の
は
「
鍋
懐
石
」
。
所
謂
懐

石
料
理
は
季
節
に
応
じ
て
〃
松
葉
が
に
″
と
か
〃
は
も
″
な
ど
の

「
鍋
」
が
は
さ
ま
れ
て
い
る
の
だ
。
お
昼
に
も
、
季
節
の
魚
介
類

や
山
菜
な
ど
を
餅
米
に
の
せ
て
セ
イ
ロ
蒸
し
に
し
た
「
飯
蒸
し
」

☆
誰
で
も
楽
し
め
る
お
好
み
焼
さ
ん
「
お
お
に
し
」

お
好
み
焼
き
か
、
ソ
ー
ス
焼
そ
ば
が
無
性
に
食
べ
た
く
な
る
時

が
あ
る
。
ソ
ー
ス
味
中
毒
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
ん
な
時
「
お

お
に
し
」
に
ゆ
く
。
い
つ
も
先
づ
焼
い
て
も
ら
う
の
が
蛸
ぶ
つ
。

プ
ル
ッ
と
丸
く
な
っ
た
ぶ
つ
切
り
の
蛸
を
、
ポ
ン
酢
で
生
ビ
ー
ル

フ
ク
コ
ト
足
コ
ト

を
飲
み
な
が
ら
、
こ
の
道
ウ
ン
加
年
の
親
父
さ
ん
に
一
一
一
一
一
一
両
一
一
一
言
。

次
に
ス
ジ
の
薄
焼
か
、
豚
の
お
好
み
か
、
ぶ
た
そ
ば
焼
。
元
来
お

好
焼
に
は
豚
が
う
ま
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
鉄
板
に
ひ
く
油
は
ラ

ー
ド
が
主
体
な
の
だ
か
ら
相
性
が
よ
い
は
ず
だ
。
こ
の
店
の
特
徴

は
素
材
も
焼
き
方
も
す
べ
て
き
ち
ん
と
丁
寧
に
や
っ
て
い
る
点
に

な
る
だ
ろ
う
か
。
鉄
板
に
オ
イ
ル
を
ひ
い
て
、
そ
の
上
で
〃
す
き

蕊 §
烏１

評
》

食欲をそそる華麗なコテさばき目前に広がる竹林の庭もご馳走

と
小
鉢
も
の
を
セ
ッ
ト
に
し
た

も
の
も
あ
り
、
こ
れ
は
私
の
好

み
で
あ
る
。
料
理
も
、
そ
の
サ

ー
ビ
ス
も
、
京
、
大
阪
の
一
流
店

の
そ
れ
の
様
で
あ
り
な
が
ら
、

瀬
戸
内
の
魚
と
か
、
神
戸
牛
の

つ
か
い
方
に
も
何
と
な
く
神
戸

焼
″
を
つ
く
っ
て
く
れ
る
が
、

他
の
お
好
み
焼
屋
さ
ん
で
は
見

た
こ
と
が
な
い
。

回
神
戸
市
灘
区
日
尾
町
３
１
１
‐
８

衝
８
５
４
１
０
６
５
７

（
営
〉
氾
時
ｌ
お
時
釦
分
無
休

1灘'諦
鷺耐。鷺

の
セ
ン
ス
が
匂
う
店
で
あ
る
。
「
神
戸
の
懐
石
料
理
」
を
と
い
う

様
な
客
を
お
連
れ
す
る
に
は
適
し
て
い
る
。

回
神
戸
市
中
央
区
熊
内
町
１
１
８
１
羽
グ
ラ
ン
ド
ド
ー
ル
熊
内
地
下
（
駐
車
場
有
）

茸
２
３
１
‐
６
７
６
７
（
営
）
ｎ
時
半
ｌ
旧
時
心
分
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー

Ⅳ
時
Ｉ
⑲
時
心
分
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
（
無
休
）

☆
し
っ
か
り
し
た
イ
タ
リ
ア
料
理
「
ド
ン
ナ
ロ
イ
ャ
」

仕
事
柄
外
国
出
張
が
多
い
が
、
私
は
総
じ
て
、
手
の
こ
み
過
ぎ

な
い
イ
タ
リ
ア
料
理
が
好
み
で
あ
る
。
「
ド
ン
ナ
ロ
イ
ャ
」
は
、

現
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
の
渡
辺
さ
ん
で
二
代
目
だ
が
、
初
代
か
ら
神

戸
大
丸
南
の
明
海
ピ
ル
地
下
で
営
業
し
て
い
る
。
ガ
ラ
ン
と
し
た

長
方
形
の
地
下
室
で
内
装
も
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
み
た
い
な
く
す
ん
だ

油
絵
が
壁
面
を
飾
っ
て
い
る
。

供
さ
れ
る
料
理
も
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
感
じ
だ
が
、
本
場
の

イ
タ
メ
シ
屋
さ
ん
の
標
準
を
越
え
て
い
る
様
に
見
え
る
。
イ
タ
メ

シ
も
南
イ
タ
リ
ァ
も
の
か
ら
、
洗
練
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
料
理
に
極

め
て
近
い
北
イ
タ
リ
ア
の
も
の
ま
で
多
様
だ
が
、
こ
の
店
の
料
理

は
、
ロ
ー
マ
近
郊
の
も
の
に
近
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
せ
よ
イ
タ
リ
ア
人
の
味
に
う
る
さ
い
お
客
さ
ん
を
連

れ
て
行
っ
て
も
満
足
し
て
く
れ
る
様
で
あ
る
。

国
神
戸
市
中
央
区
明
石
町
犯
明
海
ピ
ル
地
下
貧
３
２
１
１
３
３
７
７

（
営
）
ｎ
時
半
１
Ｍ
時
半
Ⅳ
時
ｌ
鋤
時
卵
分
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
火
体

く
蝶
ネ
ク
タ
イ
が
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
角
田
さ
ん
ヒ
ゲ
が
お
似
合
い
の
植
田
支
配
人

と
（
ド
ン
ナ
ロ
イ
ヤ
で
）

;鋤 淵
〃
蝋
ｙ
膜
協
繍

蔦

；

欝蝿

霧 , 繊繍

L研

懲蕊蕊謹も錘
霞
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雲

☆
「
西
村
屋
元
町
茶
寮
」
大
丸
神
戸
店
９
Ｆ

「
デ
パ
ー
ト
の
上
と
は
思
え
な
い
わ
ネ
」
と
初
め
て
案
内
し
た

友
人
は
白
木
造
り
の
調
度
に
竹
垣
、
明
る
く
海
辺
の
家
を
感
じ
さ

せ
る
店
の
た
た
ず
ま
い
に
目
を
見
張
る
。
神
戸
で
手
頃
な
和
食
を

紹
介
す
る
の
が
一
番
む
つ
か
し
い
か
な
？
今
年
四
月
に
オ
ー
プ

ン
し
て
か
ら
便
利
に
な
っ
た
と
喜
ん
で
い
る
次
第
。
お
昼
に
ミ
ニ

会
席
と
で
も
御
紹
介
す
れ
ば
「
海
鮮
飯
蒸
し
膳
」
西
村
屋
手
造
り

の
ザ
ル
に
入
っ
た
お
豆
腐
は
美
味
。
海
の
幸
い
っ
ぱ
い
の
飯
蒸
し

は
楽
し
み
な
が
ら
戴
く
、
寒
く
な
る
と
カ
ニ
が
入
る
豪
華
さ
で
目

下
お
気
に
入
り
の
お
ひ
る
で
す
。
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
何
と
い

っ
て
も
鍋
懐
石
。
夜
、
ガ
ラ
ス
越
し
に
市
章
山
、
い
か
り
山
の
電

飾
を
眺
め
な
が
ら
、
折
り
折
り
の
海
の
美
味
し
い
も
の
を
家
族
と

味
わ
い
た
い
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。

図
神
戸
市
中
央
区
明
石
町
加
大
丸
神
戸
店
レ
ス
ト
ラ
ン
街
９
階

肴
３
３
３
‐
２
０
０
５
（
営
）
制
時
ｌ
加
時
半
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
水
休

☆
洋
食
の
店
「
あ
い
は
ら
」

昔
の
神
戸
ら
し
い
洋
食
屋
が
だ
ん
だ
ん
少
く
な
っ
て
淋
し
い
と

思
っ
て
い
た
ら
五
年
程
前
、
三
宮
神
社
の
北
に
出
来
た
お
店
。
ピ

フ
カ
ッ
も
コ
ロ
ッ
ケ
も
ハ
ン
バ
ー
グ
も
懐
し
い
味
、
若
い
女
性
オ

フ
ィ
ス
街
の
人
、
奥
様
、
学
生
、
年
配
の
紳
士
と
い
っ
た
具
合
に

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
お
客
さ
ん
達
。
親
し
み
の
あ
る
マ
マ
さ
ん

と
弟
さ
ん
の
シ
ェ
フ
、
「
昨
日
か
ら
カ
キ
フ
ラ
イ
が
出
来
る
の
よ
」

で
、
御
馳
走
様
と
ひ
と
り
で
に
声
に
な
る
お
店
で
す
。

回
神
戸
市
中
央
区
三
宮
町
２
ｌ
６
ｌ
９
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
三
宮
ピ
ル

宮
３
２
１
１
０
８
３
８
（
営
）
加
時
１
Ｍ
時
半
（
ラ
ン
チ
土
除
）
打
時
半
ｌ
加
時
日
休

☆
元
町
別
館
牡
丹
園
「
や
は
り
中
華
は
此
処
」

神
戸
の
街
に
は
中
華
料
理
店
が
一
杯
あ
り
、
神
戸
シ
子
そ
れ
ぞ

れ
に
ご
晶
眉
の
店
が
あ
る
。
特
に
南
京
町
界
隈
の
お
店
は
ど
の
お

八
株
式
会
社
永
田
良
介
商
店
。
会
長
夫
人
Ｖ

私
の
お
び
る
ど
き

オ
キ

永
田
典
子

■
わ
た
し
の
グ
ル
メ
レ
ポ
ー
ト

5２

特
に
南
京
町
界
隈
の
お
店
は
ど
の
お

店
も
当
り
外
れ
が
な
い
と
常
々

私
は
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
人

》
に
中
華
料
理
店
を
と
尋
ね
ら
れ

電
る
と
即
座
に
元
町
別
館
牡
丹
園

壷
と
答
え
て
し
ま
う
。
私
の
お
ひ

鋤
る
は
専
ら
一
一
一
鮮
湯
緬
、
お
魚
、

施
郵
い
か
、
貝
柱
等
に
青
菜
が
沢
山

廉
銅
入
っ
て
い
る
あ
っ
さ
り
し
た
お

ん
「
じ
ゃ
あ
そ
れ
」
、
パ
ン
粉
の
衣

匪
が
香
ば
し
く
カ
ラ
ッ
と
場
が
っ

唾
て
中
の
カ
キ
が
フ
ワ
ッ
ー
と
丸

ン和
く
柔
か
な
歯
触
り
、
美
味
し
い
、

ェ
幸
せ
一
杯
の
お
ひ
る
ど
き
。
仕

鍔
蝿
事
で
お
そ
く
な
っ
た
時
な
ど
、

詫
恥
吟
味
さ
れ
た
牛
肉
の
ス
テ
ー
キ

郵
施
は
抜
群
、
暖
い
雰
囲
気
の
中 ●◇●◇●◇●◇●◇●◇●◇◆◇●◇●◇今◇●
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味
を
言
葉
で
表
現
す
る
の
は
む
づ
か
し
い
。
食
事
の
描
写
が
う

ま
く
書
き
こ
な
せ
た
ら
一
人
前
の
作
家
だ
と
い
う
。
食
物
は
モ
ノ

だ
が
味
は
心
で
あ
り
文
化
で
あ
る
。
「
え
え
猛
憾
」
と
い
う
言
葉

が
あ
る
が
、
も
と
も
と
料
理
の
味
は
塩
と
梅
で
つ
け
た
と
こ
ろ
に

語
源
が
あ
る
ら
し
い
。
奇
を
て
ら
わ
ず
素
材
を
素
直
に
生
か
し
た

味
ｌ
そ
ん
な
店
を
さ
が
し
て
み
た
．

☆
大
瓶
狸
々

こ
の
店
の
主
人
安
達
さ
ん
を
知
っ
て
も
う
十
数
年
に
な
る
。

神
戸
で
初
め
て
か
ぶ
ら
蒸
し
ら
し
い
か
ぶ
ら
蒸
し
に
出
会
っ
た

時
以
来
で
あ
る
。
こ
の
人
の
つ
く
る
も
の
は
、
煮
物
は
煮
物
、
焼

物
は
焼
物
と
、
そ
の
も
の
本
来
の
素
直
な
味
が
う
か
が
え
る
。
彼

が
十
三
年
修
め
た
と
い
う
謡
曲
か
ら
名
付
け
た
店
名
、
大
瓶
狸
々

な
る
能
の
世
界
の
持
つ
、
ム
ダ
の
す
べ
て
を
削
ぎ
落
し
た
あ
り
よ

う
を
料
理
の
形
に
し
た
時
、
か
く
も
気
負
わ
ず
、
て
ら
い
の
な
い

も
の
と
な
る
の
か
。
や
た
ら
花
な
ど
添
え
て
、
見
せ
る
料
理
が
多

く
な
っ
て
き
た
昨
今
、
こ
こ
の
料
理
に
は
殊
更
の
演
出
が
な
い
。

あ
え
て
演
出
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
材
料
の
切
り
口
で
あ
り
、
料
理

の
温
度
で
あ
ろ
う
か
。
季
節
の
旬
の
素
材
を
選
び
ぬ
き
、
そ
れ
し

か
持
た
ぬ
風
味
で
十
二
分
に
活
か
し
て
客
に
勧
め
る
。
そ
の
裏
に

は
、
客
を
納
得
さ
す
だ
け
の
織
密
な
計
算
と
心
く
ば
り
が
あ
る
。

そ
し
て
こ
れ
ら
を
テ
キ
パ
キ
と
客
に
供
す
る
お
か
み
と
四
人
の
若

い
衆
。
愛
想
や
垢
ぴ
を
売
ら
ず
味
を
売
る
店
で
あ
る
。
（
ひ
る
弁

5４

中
村
友
一

ハ
御
影
貿
易
商
事
社
長
Ｖ

味
は
心
、
味
は
文
化蕊

店
鴨
の
胸
肉
グ
リ
ー
ン
・
ヘ
パ
ー
ソ

たし
－
ス
、
子
牛
の
レ
モ
ン
風
味
、

り催
い
ず
れ
も
材
料
の
味
が
素
直
に

弛

此
生
か
さ
れ
て
い
る
。
秋
深
ま
る

詫
頃
は
鹿
肉
の
バ
ル
ザ
ミ
ッ
ク
黒

噸
酢
風
味
ソ
ー
ス
が
快
い
渋
味
の

アリ
イ
タ
リ
ア
赤
ワ
イ
ン
に
似
合

タイ
う
。
前
菜
と
．
ハ
ス
タ
に
メ
イ
ン

☆
サ
ン
ト
ル
ー
チ
ェ

神
戸
の
何
軒
か
の
イ
タ
リ
ア
料
理
は
本
場
の
そ
れ
よ
り
う
ま
い

と
思
う
事
が
あ
る
が
、
今
回
は
Ｊ
Ｒ
本
山
駅
山
側
サ
ン
岡
本
ピ
ル

地
階
の
サ
ン
ト
ル
ー
チ
ェ
。
テ
ー
ブ
ル
五
卓
里
兼
朴
な
店
な
が
ら

店
主
の
料
理
づ
く
り
に
取
り
組
む
気
迫
と
ひ
た
む
き
な
姿
勢
が
客

の
心
を
と
ら
え
る
。
こ
の
人
が
火
を
入
れ
、
と
め
る
タ
イ
ミ
ン
グ

あ
う
ん

の
阿
畔
の
呼
吸
に
は
余
人
の
追
随
を
許
さ
ぬ
彼
独
得
の
こ
だ
わ
り

の
技
が
あ
る
様
に
思
え
る
。
作
り
手
と
素
材
が
一
体
と
な
っ
て
い

る
感
は
ま
こ
と
に
美
事
と
い
う
ほ
か
な
い
・
あ
わ
び
の
グ
ラ
タ
ン
、

当
千
八
百
円
、
ミ
ニ
懐
石
三
千
円
よ
り
。
夜
の
お
ま
か
せ
一
万
円

・
二
人
以
上
）

回
神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
２
１
５
１
１
大
信
サ
ン
セ
ッ
ト
ピ
ル
７
階
茸
３
２
２
１

２
２
１
５
（
営
）
川
時
半
１
Ｍ
時
・
拓
時
ｌ
配
時
（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
訓
時
）

日
曜
別
時
ま
で
（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
釦
時
）
月
休

蕊Ｉ
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鍵
ひ
北
野
坂
の
北
向
き
地
蔵
の
あ

謝
る
ビ
ル
の
一
一
階
、
僅
か
七
坪
ほ

珠
ど
の
さ
さ
や
か
な
店
で
あ
る
。

錨
主
人
は
京
都
の
瓢
亭
で
六
年
間

恥
修
業
し
た
と
い
う
朴
詔
な
人

魂
柄
、
し
っ
か
り
者
の
お
か
み
と

も
二
人
で
店
を
ま
も
っ
て
い
る
。

ひ
る
網
の
活
魚
が
此
の
店
の
主
役
だ
か
ら
、
刺
身
は
申
し
分
な
い

が
、
使
わ
れ
て
い
る
材
料
の
す
べ
て
が
厳
し
い
目
で
選
ば
れ
魚
も

野
菜
も
素
性
の
わ
か
っ
た
も
の
だ
け
が
供
さ
れ
る
。
は
も
と
松
茸

の
柳
川
、
百
合
根
の
グ
ラ
タ
ン
風
、
れ
ん
こ
ん
の
え
び
は
さ
み
揚

げ
、
人
気
が
あ
る
の
が
湯
葉
と
生
う
に
の
あ
ん
か
け
ス
ー
プ
風
。

デ
ィ
ッ
シ
ュ
一
品
で
五
千
円
位
と
手
頃
な
せ
い
か
休
み
の
日
の
夜

は
家
族
づ
れ
で
賑
わ
う
が
、
美
人
の
奥
さ
ん
が
ソ
シ
な
く
応
待

し
、
店
の
狭
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
。
新
ら
し
い
価
値
と
伝
統
が
今

か
ら
創
造
さ
れ
て
い
く
の
を
予
感
さ
せ
る
店
で
あ
る
。

図
神
戸
市
東
灘
区
岡
本
１
‐
３
１
別
サ
ン
オ
カ
モ
ト
ピ
ル
地
下
雷
４
５
２
１
２
９
４

７
（
営
）
伽
時
半
１
Ｍ
時
土
日
祝
捌
時
半
１
幅
時

打
時
１
劃
時
半
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
木
休

☆
和
香

１
５５
１

大瓶狸々にて。筆者（左）とご主人の安達さん（右）
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目
き
き
は
味
き
き

岩
田
久
子

古
美
術
の
世
界
で
は
、
よ
く
「
目
き
き
」
と
か
「
目
筋
が
い
い
」

と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
。
要
す
る
に
物
の
真
贋
を
見
別
け
て
美

的
感
覚
の
い
い
も
の
が
、
わ
か
る
人
の
事
で
あ
る
。
不
思
議
と
こ

う
い
う
人
は
、
味
覚
神
経
も
発
達
し
て
い
て
総
じ
て
美
食
家
で
あ

る
。
そ
の
上
に
私
見
、
偏
見
で
言
う
と
女
好
き
で
も
あ
る
。

ひ
と
こ
と
で
言
う
と
「
勘
」
が
い
い
の
で
あ
る
。
多
分
、
料
理

人
も
そ
う
だ
と
思
う
。

神
戸
及
び
近
辺
の
お
す
す
め
・
お
気
に
入
り
の
店
の
ご
紹
介
と

い
う
事
で
あ
る
が
、
本
当
は
お
気
に
入
り
の
店
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

な
場
所
に
の
せ
た
く
な
い
。
近
頃
は
や
り
の
テ
レ
ビ
や
本
に
出
て

し
ま
う
と
、
人
が
ど
っ
と
押
し
寄
せ
、
せ
っ
か
く
の
穴
場
が
穴
場

で
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
と
は
い
え
行
き
が
か
り
上
、
手
の

内
少
々
ご
披
露
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

☆
ど
こ
に
も
な
い
純
ト
ロ
焼
と
マ
マ
の
笑
顔
「
や
き
亭
」

レ
ン
ガ
筋
の
赤
い
大
き
な
ち
ょ
う
ち
ん
の
下
っ
て
い
る
ド
ア
を

開
け
る
と
、
笑
顔
よ
し
の
マ
マ
が
迎
え
て
く
れ
る
。
ど
こ
に
も
あ

る
鉄
板
焼
屋
と
思
い
き
や
、
そ
れ
が
ち
が
う
の
で
あ
る
。
ま
ず
第

一
の
お
推
め
は
純
ト
ロ
焼
、
丹
波
の
山
の
芋
一
○
○
％
の
お
好
み

焼
き
で
あ
る
。
つ
な
ぎ
は
何
も
入
っ
て
い
な
い
。
焼
き
た
て
に
レ

モ
ン
を
絞
っ
て
食
塩
の
み
で
食
べ
る
も
良
し
、
ポ
ン
酢
で
も
、
ソ
ー

ス
で
も
、
私
は
ポ
ン
酢
が
一
番
。
口
の
中
に
ふ
ん
わ
り
や
わ
ら
か

な
山
芋
独
特
の
風
味
が
広
が
っ
て
い
く
、
軽
い
か
ら
お
腹
に
も
た

■
わ
た
し
の
グ
ル
メ
レ
ポ
ー
ト

八
古
美
術
「
岩
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
経
営
Ｖ

●◇●◇●◇●◇●◇●◇●◇●◇●◇●◇●◇●

く
の
ム
ニ
エ
ル
で
、
あ
る
。
う
れ
し
い

唯
詳
美
容
食
の
こ
ん
に
ゃ
ノ
、
が
こ
ん

榊
窪
な
に
も
変
身
す
る
の
か
、
ぴ
っ

可
垂
く
り
す
る
。
詳
し
く
は
説
明
し

ず
まみ刺
な
い
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
一

躍
争
度
お
試
し
を
。
但
し
こ
れ
も
お

唾
榊
か
わ
り
お
こ
と
わ
り
で
あ
る
。

夕
の
他
の
一
品
料
理
も
マ
ス
タ
ー

睦
皇
の
心
意
気
が
感
じ
ら
れ
、
ワ
イ

れ
な
い
。
飲
む
前
に
も
良
し
、
飲
ん
だ
後
に
も
良
し
で
あ
る
。

他
に
も
神
戸
牛
ロ
ー
ス
の
ス
テ
ー
キ
、
明
石
蝋
の
ブ
ッ
焼
、
季

節
の
海
鮮
も
の
の
鉄
板
焼
き
も
、
ネ
タ
の
い
い
の
を
使
っ
て
い

る
。
お
値
段
が
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
の
も
又
、
う
れ
し
い
。

園
神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
り
１
１
釦
ｌ
２
笹
原
ピ
ル
ー
ｒ

宙
３
９
２
１
４
７
２
５

打
時
釦
分
１
２
時
（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
１
時
鋤
分
）
・
日
祝
休

☆
ち
ょ
っ
と
凝
っ
た
西
洋
居
酒
屋
「
Ｐ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｓ
」

阪
神
御
影
の
近
辺
に
こ
ん
な
お
店
が
あ
っ
た
の
か
、
と
思
わ
せ

る
静
か
な
た
た
ず
ま
い
で
あ
る
。
マ
ス
タ
ー
は
仲
々
凝
り
性
ら
し

く
店
の
作
り
も
年
代
を
経
た
古
材
を
利
用
し
て
建
て
ら
れ
て
い

る
。
団
体
客
と
お
子
様
お
こ
と
わ
り
、
と
う
た
っ
て
い
る
。
聞
い

て
み
る
と
五
人
以
上
は
、
団
体
さ
ん
だ
そ
う
で
あ
る
。
要
注
意
。

こ
こ
の
絶
品
は
こ
ん
に
ゃ
く
の
ム
ニ
エ
ル
で
あ
る
。
う
れ
し
い

5６
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鶏 霧鶏

ン
が
つ
い
つ
い
進
ん
で
し
ま
う
。

回
神
戸
市
東
灘
区
御
影
本
町
２
ｉ
制
１
劃
言
８
２
１
１
３
５
６
４

胴
時
１
１
時
（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
勉
時
）
・
火
晒
休

☆
ワ
イ
ワ
イ
お
し
ゃ
べ
り
が
も
り
上
る
イ
タ
め
し
や

数
種
の
ア
ン
テ
ィ
パ
ス
ト
が
、
大
鉢
に
な
ら
ん
で
い
る
。
注
文

し
た
料
理
が
出
来
上
る
ま
で
、
お
い
し
そ
う
な
の
を
選
ん
で
ワ
イ

ン
を
あ
け
る
。
こ
こ
で
お
い
し
い
の
は
お
肉
の
カ
ス
パ
ッ
チ
ョ
で

あ
る
。
生
肉
を
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
で
食
べ
さ
せ
て
く
れ
る
の
だ
が
、

と
ろ
け
る
様
で
何
と
も
お
い
し
い
の
で
あ
る
。
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
ー

も
多
種
多
様
で
あ
る
が
、
こ
こ
の
ペ
ペ
ロ
ン
チ
ー
ノ
も
仲
々
い
け

る
。
芦
屋
で
は
最
近
発
見
の
お
推
め
の
店
で
あ
る
。

園
芦
屋
市
船
戸
町
５
１
２
湾
０
７
９
７
１
３
２
１
４
４
７
９

把
時
１
１
時
（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
旭
時
卯
分
）
・
月
限
休

み
つ
け

☆
お
い
し
く
て
つ
い
飲
み
す
ぎ
る
「
味
漬
」

こ
こ
を
紹
介
す
る
と
、
書
い
た
ら
あ
か
ん
と
い
う
友
達
が
何
人

か
い
る
。
わ
か
り
に
く
い
目
立
た
な
い
店
な
の
で
、
こ
の
記
事
も

目
に
つ
か
な
い
事
を
願
っ
て
紹
介
し
よ
う
。

い
わ
ゆ
る
小
料
理
屋
で
近
所

の
お
じ
さ
ん
達
が
気
楽
に
飲
み

理
に
行
け
る
様
な
店
だ
け
ど
、
マ

料のい
ス
タ
ー
が
と
て
も
勉
強
熱
心

主
し店舞

で
、
れ
ん
こ
ん
ま
ん
じ
ゅ
う
と

誰
錘
か
、
ス
ー
プ
・
ハ
イ
、
き
す
の
．

較
醒
ロ
ッ
ケ
、
な
ど
な
ど
、
和
洋
折

催
都
衷
の
料
理
を
他
に
な
い
形
で
お

唖
討
い
し
く
食
べ
さ
せ
て
く
れ
る
。

馳蕪ざ．-…

麓
《金

回

こ
こ
も
う
れ
し
い
店
で
あ
る
。

■
西
宮
市
戸
田
町
３
１
釦
お
の
木
ピ
ル
－
Ｆ
麓
０
７
９
８
１
３
４
１
０
５
３
０

Ⅳ
時
１
羽
時
（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
配
時
鋤
分
）
・
日
祝
休

ま
ど
か

も
り
上
る
イ
タ
め
し
や
「
円
花
」

屋
ス
だ
ん
だ
ん
神
戸
が
遠
く
な
る

》
》
坤
恥
唯
野
津
津
灘
幸
計
誇
鐸
忙

唖
さ

都
唖
た
所
で
あ
る
。
見
の
が
し
て
し

謡
陸
ま
い
そ
う
な
階
段
を
上
っ
て
一
一

匿
麺
階
、
狭
い
所
な
の
で
い
つ
も
一

群
極
杯
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
料
理
の

僻
畢
居
酒
屋
で
あ
る
。

「
こ
こ
の
純
ト
ロ
焼
と
マ
マ
の
笑
顔
は
最
高
」
と
岩
田
さ
ん
（
左
）
、
お
友
達
２
人
と
。
（
や
き
亭
で
）
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気
ど
り
の
な
い

こ
ま濃
や
か
さ
が
好
き

西
脇
葉
子

蕊
☆
た
ま
に
は
こ
ん
な
昼
食
を
。
「
花
柚
子
」

家
庭
料
理
の
日
替
り
定
食
の
お
店
で
す
が
、
大
き
な
木
製
の
テ

ー
ブ
ル
は
六
人
掛
け
が
一
一
卓
。
母
と
娘
で
丹
念
に
作
っ
た
お
か
ず

の
種
類
は
約
七
品
、
朱
塗
り
の
大
き
な
器
に
盛
り
合
わ
せ
、
ち
ょ

っ
と
濃
い
目
の
お
味
噌
汁
の
具
も
た
っ
ぷ
り
で
家
庭
の
食
卓
が
そ

の
ま
ま
。
手
造
り
の
湯
呑
み
の
お
茶
が
何
回
も
注
ぎ
に
来
て
下
さ

る
の
が
又
、
嬉
し
い
。

ち
ょ
っ
と
し
た
穴
場
で
、
突
発
の
昼
食
時
の
お
客
様
を
も
て
な

す
の
に
も
重
宝
な
お
店
で
す
。
二
名
以
上
は
お
電
話
を
入
れ
て
お

い
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
（
座
数
岨
席
。
昼
定
食
￥
１
８
０

０
の
み
）

園
神
戸
市
中
央
区
上
筒
井
通
４
１
２
‐
胞
言
２
６
１
‐
０
３
５
０

（
営
）
Ⅷ
時
半
ｌ
鯵
時
土
日
祭
日
休

☆
北
野
町
の
本
格
派
イ
タ
リ
ア
レ
ス
ト
ラ
ン
「
イ
ル
・
コ
ル
ノ
」

曲
わ
た
し
の
グ
ル
メ
レ
ポ
ー
ト

僻;１
*５悪ア

レ
ス
ト
ラ
ン
「
イ
ル
・
コ
ル
ノ
」

こ
ん
な
に
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー

る
の
中
で
私
は
や
っ
ぱ
り
パ
ス
タ

き
で
縁
料
理
が
一
番
好
き
で
す
が
、
オ

岬
擁
Ｉ
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
の
中
か
ら
マ

鑑
擢
ス
タ
ー
が
お
客
様
の
顔
ぶ
れ
で

錘
”
そ
の
好
み
を
ち
ゃ
ん
と
見
分
け

か
夕暖イ
て
、
オ
ー
ダ
ー
を
聞
く
マ
マ
さ

ん
も
テ
キ
パ
キ
で
、
お
す
す
め

八
神
戸
市
在
住
Ｖ

il8

鍵蕊識; 識識鶴識で
御主人の橋野さん( 右) とスタッフのま
皆さん。気取りのなさが魅力だ。せ
らで小な友し京る
会は座四お達て都も

驚識禽鶴縞累
りにあけすせてれあ
のおりの。て、たり
常酒、椅頂月』弓ま
連を力子きにうす
さ飲ウ席た一な＠
んみン二い度気ふ
がなタつそは分と
楽が１とんおに、

☆
元
町
通
り
よ
り
一
寸
路
地
の
お
店
「
は
し
野
」
日
本
料
理

無
口
な
ご
主
人
の
料
理
に
対
す
る
情
熱
と
こ
だ
わ
り
が
、
そ
の

こ
室

ま
ま
、
き
め
濃
や
か
と
相
ま
っ
て
、
有
名
な
〃
浪
花
屋
″
の
塗
り

物
を
中
心
に
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
食
器
に
盛
り
付
け
ら
れ
た
、
そ
こ

に
は
季
節
が
あ
り
目
を
楽
し
ま
せ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ふ
と
、

ワ
イ
ン
も
本
場
イ
タ
リ
ァ
ワ
イ
ン
で
そ
っ
が
な
い
。

価
格
も
食
べ
て
み
て
や
っ
ぱ
り
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で
あ
る
事
が

証
明
さ
れ
る
。
本
当
に
良
心
的
且
つ
親
切
な
も
の
で
あ
る
事
が
、

又
、
次
回
に
は
食
べ
残
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
頭
に
思
い
浮
か
べ
な
が

ら
、
満
足
度
加
％
満
た
し
て
く
れ
る
唯
一
の
店
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

国
神
戸
市
中
央
区
山
本
通
１
１
７
１
５
メ
ゾ
ン
プ
ラ
ン
シ
ュ
ー
Ｆ

宮
２
４
２
１
６
６
７
２

（
営
）
Ⅷ
時
蛎
分
１
Ｍ
時
而
時
半
ｌ
記
時
第
一
日
隔
日
・
毎
週
月
畷
日
休

●◇●◇●◇●◇●◇●◇●◇●◇●◇●◇●◇●
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ゆ
っ
た
り
し
た
店
内
は
二
階
を
含
め
て
即
席
あ
り
、
本
場
中
国

パ
オ

人
の
料
理
人
は
さ
る
こ
と
な
が
ら
経
営
者
の
〃
胞
″
さ
ん
は
｛
里
星

町
励
席
）
、
熊
内
店
と
多
忙
で
お
客
様
も
中
国
の
方
が
多
い
と
聞

き
ま
す
。
伝
統
的
な
料
理
法
の
中
に
新
ら
し
い
素
材
を
取
り
入

れ
、
さ
っ
ぱ
り
と
仕
上
げ
た
味
は
食
欲
を
そ
そ
り
、
た
っ
ぷ
り
の

メ
ニ
ュ
ー
は
、
予
約
を
す
れ
ば
好
み
通
り
新
ら
し
い
献
立
を
予
算

に
応
じ
て
作
っ
て
下
さ
い
ま
す
。
￥
剛
（
三
宮
店
の
み
）
の
ラ
ン
チ

懐
石
料
理
だ
け
で
な
く
勿
論

神
戸
牛
の
ス
テ
ー
キ
が
し
っ
か

り
炭
火
焼
き
で
、
そ
れ
も
格
安

で
食
べ
ら
れ
ま
す
。

因
神
戸
市
中
央
区
加
納
町
３
１
２
１
１

１
．
Ｃ
ｏ
ｏ
ピ
ル
－
Ｆ

湾
３
３
３
１
４
５
１
５

（
営
）
Ⅷ
時
半
ｌ
躯
時
打
時
１
羽
時

（
日
祝
は
躯
時
ま
で
）
無
休

し
そ
う
で
す
。
気
取
り
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
が
ホ
ッ
と
す
る
も
の
が

あ
り
、
ひ
と
時
を
過
ご
せ
ま
す
。
（
昼
定
食
￥
２
５
０
０
１
￥
５

０
０
０
）

冒
神
戸
市
中
央
区
元
町
通
２
１
５
‐
Ｍ
キ
ョ
シ
マ
ピ
ル
ー
Ｆ
商
３
２
２
‐
３
０
１
９

（
営
）
Ⅲ
時
１
Ｍ
時
拓
時
半
ｌ
創
時
（
８
時
オ
ー
ダ
ｉ
ス
ト
ッ
プ
）

水
畷
定
休
（
水
晒
祭
日
の
場
合
木
晒
日
振
替
休
日
）

☆
何
が
何
ん
で
も
中
華
料
理
が
食
べ
た
い
時
は
。

広
東
料
理
「
雅
苑
酒
家
」
（
三
宮
店
）

左より西脇さん、瀬尾さんと榊さん（花柚子にて）

、神戸の味．にこだわり続ける。

１
５９
１

☆
神
戸
ら
し
さ
を
大
切
に
。

窪
ね

神
戸
料
理
「
招
き
」
本
店
（
ス
テ
ー
キ
）

神
戸
肉
に
日
本
料
理
を
懐
石
に
し
て
、
お
酒
も
三
木
の
地
酒
を

お
す
す
め
と
し
、
和
・
洋
を
う
ま
く
取
り
入
れ
た
店
内
の
レ
イ
ア

ウ
ト
も
特
別
に
焼
か
せ
た
食
器
の
た
ぐ
い
も
神
戸
ら
し
く
こ
だ
わ

っ
た
も
の
。
椅
子
席
と
カ
ウ
ン
タ
ー
で
ゆ
っ
く
り
出
来
ま
す
。
マ

ス
タ
ー
の
大
崎
さ
ん
は
こ
の
道
の
ベ
テ
ラ
ン
。
そ
れ
に
も
増
し
て

若
い
ス
タ
ッ
フ
の
テ
キ
パ
キ
さ
は
気
持
が
よ
い
。
コ
ー
ス
デ
ィ
ナ

ー
で
￥
５
０
０
０
１
、
昼
食
ミ
ニ
コ
ー
ス
は
￥
２
５
０
０
ｌ
充
分

味
わ
え
ま
す
。
予
約
は
常
識
で
す
と
語
る
マ
ス
タ
ー
は
お
客
様
が

料
理
人
を
育
て
る
の
で
す
と
に
っ
こ
り
さ
れ
ま
す
。

￥
伽
（
三
宮
店
の
み
）
の
ラ
ン
チ

は
お
す
す
め
品
で
す
。
特
に

″
冬
瓜
″
の
季
節
に
は
一
度
は
行

っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

回
神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
３
１
加
１
６

衝
３
３
１
１
８
８
２
８
．
８
８
２
７

（
営
）
伽
時
半
ｌ
鯵
時
而
時
Ｉ
剛
時
半

（
土
日
祝
砺
時
ｌ
創
時
半
）
無
休

広々とした店内でゆったりと

鑓
４

戦

＝や郡国
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